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長年の青少年育成活動が評価長年の青少年育成活動が評価

　▲津谷市長に受賞を報告した秋元哲夫さん

　青少年育成秋田県民会議定時総会で青少年育成功
労者として表彰された秋元哲夫さん（78歳・あけぼ
の町）が、６月12日に市役所を訪れ、津谷市長に受
賞を報告しました。
　秋元さんは、平成10年以降、青少年育成鷹巣町
民会議の参与、事務局長として会の事業推進に携わ
り、町村合併後も事務局として指導力を発揮され、
長年にわたり活動に尽力されました。
　受賞された秋元さんは「20年以上朝の交通安全
に立っているが、続けてこられたのは自主的に参加

してくれた地域の人たちの協力のおかげであり、地
域でこの賞を共有したい」と感謝の意を述べました。

伊勢堂岱遺跡ガイド養成に尽力伊勢堂岱遺跡ガイド養成に尽力

　秋田県文化財保護協会総会にて功労者表彰を受け
た中嶋俊彦さん（67歳・小ヶ田）が、６月21日に市
役所を訪れ、津谷市長に受賞を報告しました。
　中嶋さんは、秋田県文化財保護協会鷹巣支部長と
して、支部の運営と発展に尽力されました。また、
伊勢堂岱遺跡ジュニアボランティアガイドの育成、
指導活動に尽力され、自らも遺跡ガイドを務めてい
ます。
　受賞された中嶋さんは「受賞は、子どもたちが遺
跡の素晴らしさを伝える活動を頑張ったおかげであ 　▲津谷市長に受賞を報告した中嶋俊彦さん

り、感謝したい。今後も市民に文化財の意義や価値
を知ってもらう活動を続けたい」と話されました。

～秋田県青少年育成功労者賞を受賞～

～秋田県文化財保護協会「功労者表彰」～
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葉
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右
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築
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史
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。
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迎
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民俗芸能大会民俗芸能大会
～民俗芸能の魅力をご堪能ください～～民俗芸能の魅力をご堪能ください～

【日　時】　８月18日（日）
　　　　　開場：13時／開演：13時30分
【会　場】　北秋田市文化会館(入場無料）
【問合せ】　生涯学習課文化係 ☎62̶6618

【日　時】　８月18日（日）
　　　　　開場：13時／開演：13時30分
【会　場】　北秋田市文化会館(入場無料）
【問合せ】　生涯学習課文化係 ☎62̶6618

【出演団体】
▽前山郷土芸能保存会　▽綴子下町大太鼓保存会
▽阿仁からめ節保存会　▽八木沢番楽保存会（上小阿仁村）

【出演団体】
▽前山郷土芸能保存会　▽綴子下町大太鼓保存会
▽阿仁からめ節保存会　▽八木沢番楽保存会（上小阿仁村）
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